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１ 沿 革





沿 革

昭和47年 5月 15日 沖縄県消防学校設置

昭和48年 4月 15日 敷地造成工事及び本館建設工事着工

〃 12月 1日 本館一階落成

昭和49年 3月 1日 食堂及び厨房設備完成

〃 3月 7日 校章及び校旗の制定(告示）

〃 3月 11日 県総務部消防防災課内より西原校舎へ移転

〃 3月 15日 開校式及び救急専科１期生の入校式を挙行

〃 4月 4日 沖縄県消防学校規則 (沖縄県規則第 23号 )交付、同日施行

昭和 50年 2月 1日 本館二階の化学実験室及び寄宿舎、車庫、燃焼実験室落成

昭和52年 3月 15日 本訓練塔(７階建24メートル)完成

昭和53年 4月 1日 副校長の職を設置(行政組織規則)

昭和54年 3月 13日 福岡県消防学校と姉妹校締結

昭和55年 11月 18日 冷房設備及び受電設備完成

昭和56年 9月 1日 仮屋内訓練場兼倉庫完成

昭和57年 12月 20日 琉球大学用地の一部と土地交換（２６３．８９㎡）

昭和58年 3月 15日 校地擁壁工事及び駐車場完成

昭和59年 3月 25日 本館二階便所増築

昭和60年 11月 9日 仮設屋内訓練場新築及び校舎庇改修

昭和62年 4月 1日 財務規則に定める「かい」の指定を受ける

昭和63年 4月 1日 消防学校の組織改編「庶務課・教務課」を設置

〃 11月 18日 消防学校施設整備検討委員会設置要綱制定及び同委員会設置

平成 3年 9月 13日 既設の車庫の隣に新しく車庫を増設

平成 5年 5月 6日 本館裏に仮設宿舎完成

〃 9月 3日 沖縄県消防防災センター(仮称)建設基本構想策定

〃 10月 15日 沖縄県消防防災センター (仮称 )建設用地取得費及び造成費

として2,208,031千円が予算化される

平成 6年 3月 15日 沖縄県消防学校開校 20周年記念式典を挙行及び記念誌発行

〃 10月 28日 敷地造成工事着手

〃 10月 31日 施設の基本設計完了

平成 7年 3月 30日 施設の実施設計完了

平成 8年 10月 31日 新校舎竣工

〃 11月 21日 新校舎工事完了に伴う施設引き渡し

〃 11月 29日 旧西原校舎の閉校式を行う

〃 12月 2日 新校舎(現在地)へ移転完了

平成 9年 1月 22日 新消防学校落成式を挙行

平成10年 1月 26日 消防学校運営協議会設置

〃 3月 10日 沖縄県消防殉職者慰霊碑が糸満市摩文仁から消防学校敷地

内に移転

〃 4月 1日 組織改編により総務部から文化環境部に編入

平成12年 3月 24日 屋内訓練場の台風災害復旧工事完了

〃 6月 15日 県知事と各消防本部管理者間で「講師派遣に関する協定」

を締結

平成13年 2月 5日 沖縄県消防学校運営指針を策定

平成14年 5月 30日 北東側斜面の地滑り対策工事及び地滑り復旧工事完了

平成16年 5月 14日 沖縄県消防学校開校30周年記念式典を挙行

〃 5月 14日 沖縄県消防学校校歌制定
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平成17年 4月 1日 組織改編により文化環境部から知事公室に編入

平成18年 4月 1日 組織改編により「庶務課・教務課」を廃止

平成20年 9月 9日 福岡県消防学校と姉妹校締結30周年記念式典を挙行

平成24年 2月 29日 空調設備改修工事完了

平成27年 3月 26日 外壁及び屋根改修工事完了

平成29年 3月 15日 模擬消火訓練設備工事完了

平成29年 3月 24日 模擬消火訓練設備竣工記念式典
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２ 学校施設等の概要





（１） 建設概要及び建設経緯

　　　　所　在　地 平成５年　９月 　　　基本構想策定
　　　　敷地面積 66,413.13 ㎡ 平成６年１０月 　　　基本設計完了
　　　　建築面積 4,574.82 ㎡ 平成７年　３月 　　　実施設計完了
　　　　延　面　積 7,435.88 ㎡ 平成７年　９月 　　　用地造成工事竣工

平成８年１０月 　　　建設工事竣工

(２） 建物施設概要
施設名称 構造・規模 延面積 階数 主要用途 面積(㎡) 備　　考

本 館 ＲＣ造 1,536㎡  1F 校長室 49

地上２階建 職員室 103

外来講師控室 28

図書室 55

会議室 53

印刷室 42

医務室 14

玄関ホール 99

 2F 講堂 181 倉庫(21㎡)

大教室 151
準備室(26㎡)
倉庫(7㎡)

普通教室１ 78 定員４２名

普通教室２ 79 定員４２名

理化学教室 121 薬品倉庫(8㎡)、実験台12

教材室 51

休憩ラウンジ 122

宿 泊 研 修 館 ＲＣ造 2,330㎡ B1F 備蓄倉庫 166

地下１階 電気室 42

地上３階建 ボイラー室 43

受水槽室 85

 1F 食堂 123

厨房 58
休憩室(11㎡)
食品庫(7㎡)

浴室 81 脱衣室(32㎡)

ホール 57

 2F 宿泊室 324 10室(内２室は女性専用)

談話室 44

宿直室 16

舎監室 10

洗面室 18
女子洗面室(7㎡)
女子シャワー室(8㎡)

洗濯室 15
女子洗濯室(4㎡)
女子トイレ(7㎡)

玄関ホール 60

 3F 宿泊室 324 10室

談話室 44

洗面室 18

洗濯室 15

ホール 40

 中城村字北上原９１０番地
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施設名称 構造・規模 延面積 階数 主要用途 面積(㎡) 備　　考

屋 内 訓 練 場 ＲＣ造一部Ｓ造 1,822㎡  1F アリーナ 869 36m×24m

地上２階建 器材庫 77

備品倉庫 37 救急資器材庫

消防車駐車スペース 108

玄関ホール 122

 2F ジョギングコース 318 １周約１１７ｍ

多目的ホール 161 トレーニングルーム

水 難 救 助訓 練場 ＲＣ造 433㎡  1F 男子更衣室 18

地上１階建 女子更衣室 21 シャワー室兼用

男子シャワー室 20

男子トイレ 9

女子トイレ 5

屋上 プール 333
プール水量873立米
25m×13m
水深1.3m～1.7・6m

訓 練 車 両 車 庫 Ｓ造 444㎡  1F 車庫 423 幅29m×奥行14.2m

地上１階建 男子トイレ 12

女子トイレ 6
主 訓 練 塔 537㎡

B1F 地下火災訓練室 199
消防設備訓練室
立坑救助訓練室
耐熱耐煙訓練室

 1F 訓練資機材倉庫 42

 2F 安全ネット操作室 42

 3F 渡過訓練室 42

 4F 避難器具取扱訓練室 42

 5F ロープ結着訓練室 42

 6F 降下訓練室 42

 7F
中高層ビル
火災防御訓練室

42

 8F
中高層ビル
火災防御訓練室

42 高さ　29.16m

補 助 訓 練 塔 229㎡
B1F 消防設備訓練室 73

訓練監視室兼消防設備
訓練室、立坑横坑救助
訓練室

 1F 訓練資機材倉庫 39

 2F 訓練資機材倉庫 39

 3F 渡過訓練室 39

 4F 積載梯子訓練室 39 高さ　15.10m

火 災 想 定 訓 練 ＲＣ造 111㎡ 火災想定訓練室 46

施 設 地上２階建 ポンプ室 6

 2F 火災想定訓練室 31 模擬消火訓練装置

（３） 屋外施設概要
施設名称

屋 外 訓 練 場

放 水 訓 練 施 設

危 険 物 火災 訓練
施 設

駐 車 場

ＳＲＣ造
地下１階
地上８階建て

ＲＣ造
地下１階
地上４階建て

危険物燃焼槽（直径３Ｍ、ＲＣ造耐熱煉張り）

駐車場１(８３台)、駐車場２(１６台)、駐車場３(６台)、計１０５台

 1F

概　　　　　要

クレー舗装一部アスファルト舗装（１２０Ｍ×１００Ｍ）、夜間訓練用照明設備

放水訓練壁（地下水層５０t）、防火水槽１００ｔ、訓練用消火栓４ヶ所
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（４） 消防学校の施設、人員及び運営の基準からみた施設の整備状況
名　　　称 基準面積 摘　　　　要 本校の状況

普 通 教 室 １．９８㎡×学生数 ２教室、延面積１５８㎡

大 教 室
２学級以上の学生が受講できる
面積及び設備を有すること。 １４２㎡

理 化 学 教 室 １４５㎡

火災に関する理化学実験ができ
る教室で、８人以下の人数をもっ
て１グループとし、５グループ以上
の学生が実験を行うことができる
設備を有すること。

面積１１９㎡、実験机
１２

講
堂

講 堂 ０．９９㎡×学生数 １８１㎡

図 書 室
図書の保管及び閲覧のできる設
備を有すること。 ５３㎡

展 示 室
教材の保管及び展示のできる設
備を有すること。 未設置

訓 練 場 １２，０００㎡

長さ１２０メートル以上、幅１００
メートル以上の平坦な広さである
こと。

長さ１２０㎡、幅最長１０
０㎡、延面積約１２，００
０㎡

訓 練 塔

地下１階、地上８階以上の階を有
する床面積５０平方メートル以上
の耐火構造の建築物であること。
又鉄骨造で２０メートル以上の補
助塔を併設すること。

主訓練塔：ＳＲＣ造、
地上８階地下１階建、
補助訓練塔：ＲＣ造、
地上４階地下１階建、
総床面積766㎡

放水訓練用施設
水利及び放水壁を備えた施設と
すること。 ３０㎡

水難救助訓練用
施 設

長さ２５メートル以上、幅１２メート
ル以上、水深１．６メートル以上の
水槽とすること。

長さ２５ｍ、幅１３ｍ、
水深１．３～１．７ｍ・
６ｍ　４３３㎡

燃 焼 実 験 室
各種燃焼実験が行える設備を有
する耐火構造の建築物であるこ
と。

１１１㎡

危険物火災消火
訓 練 施 設

石油類の火災実験又は消火訓練
を行うことができるものとし、直径７
メートル以上、高さ３メートル以上
の無蓋タンクを備えた施設とする
こと。

９㎡

屋 内 訓 練 場 ８００㎡
中央部における高さは、１２メート
ル以上とすること。 １，８２２㎡

校 長 室 ４９㎡

職 員 室 １０３㎡

講 師 控 室 ２７㎡

宿 直 室 １５㎡

医 務 室 １４㎡

会 議 室 ５４㎡

用 務 員 室 未設置

寄 宿 自 習 室 ５．４１㎡×学生数
１室の収容人員は、６人以下とす
ること。

６４８㎡（２０室、４人収
容）、１室床面積３２㎡

娯 楽 室 ８７㎡

洗 面 、 洗 濯 室 １．１２㎡×学生数 ７８㎡

浴 室 ８２㎡

管
理
室

学
生
寮

宿
泊
施
設

教
　
　
　
育
　
　
　
訓
　
　
　
練
　
　
　
施
　
　
　
設

資
料
室

教
　
　
室

消
　
　
防
　
　
訓
　
　
練
　
　
場

管
理
施
設
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食 堂
０．９９㎡×全職員
及び学生数

１２３㎡

調 理 室 ５９㎡

調 理 員 控 室 １３㎡

車 庫 ４２３㎡

洗 浄 乾 燥 施 設 １３㎡

そ
の
他
の
施
設

食
　
堂

そ
の
他

宿
泊
施
設
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３ 組 織





（１）組織図

平成 30 年４月１日現在

教 官 、 庶 務

校 長 副校長 主 幹

舎 監 （嘱 託）

（２）職員配置の状況

職 名 職 員 数 備 考

校 長 １

常

副 校 長 １

勤

主 幹 １ 教官１（派遣職員１）

職

主 査 ６ 教官５（派遣職員４）

舎 監 ３ 嘱託３

非常勤職員

事 務 補 助 １

合 計 １３

＊派遣職員：那覇市消防局、宜野湾市消防本部、沖縄市消防本部、東部消

防組合消防本部、中城北中城消防本部から各１名
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４ これまでの教育訓練実績
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Ｓ48 34 34

Ｓ49 61 16 15 21 14 22 149

Ｓ50 53 16 7 16 12 18 122

Ｓ51 52 31 21 25 189 24 342

Ｓ52 74 16 21 35 10 75 9 240

Ｓ53 61 30 16 38 26 6 93 270

Ｓ54 44 31 12 48 31 19 14 170 369

Ｓ55 48 39 22 48 22 14 40 233

Ｓ56 48 21 153 32 10 30 294

Ｓ57 55 33 21 108 23 10 110 360

Ｓ58 33 16 88 35 24 11 98 305

Ｓ59 28 38 19 25 45 21 9 10 275 470

Ｓ60 42 26 34 35 33 25 21 11 288 515

Ｓ61 25 28 22 29 43 17 14 11 200 389

Ｓ62 28 25 31 52 35 20 22 15 6 234

Ｓ63 43 37 21 35 46 17 11 23 10 61 304

Ｈ1 28 17 34 43 39 21 19 8 46 255

Ｈ2 30 33 23 33 44 25 38 16 15 42 299

Ｈ3 31 29 73 31 23 36 26 13 10 98 370

Ｈ4 36 33 17 24 124 61 23 21 31 11 202 583

Ｈ5 63 21 125 30 16 28 7 24 22 336

Ｈ6 58 28 137 68 21 21 333

Ｈ7 48 134 30 21 27 20 49 329

Ｈ8 46 77 73 13 40 249

Ｈ9 42 22 15 50 34 15 31 30 31 13 31 20 33 367

Ｈ10 26 21 20 43 30 12 30 26 16 15 10 21 115 31 61 7 484

（１）年度別教育訓練実施状況    ①昭和48年～平成10年
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Ｈ11 45 30 40 24 16 32 28 23 25 26 13 22 92 23 439

Ｈ12 39 20 22 40 32 19 36 22 16 26 26 21 8 18 117 16 128 606

Ｈ13 42 35 40 28 20 34 29 13 23 25 19 13 24 238 22 605

Ｈ14 38 20 35 45 25 12 25 30 13 7 30 23 16 13 18 199 16 72 637

Ｈ15 42 36 40 32 14 25 25 21 15 29 25 23 9 11 20 165 25 60 617

Ｈ16 44 18 12 11 34 25 16 18 24 11 23 35 25 12 8 11 19 22 90 458

Ｈ17 44 25 12 13 35 19 12 10 20 18 14 24 15 11 11 88 16 77 464

Ｈ18 41 24 12 12 27 18 17 20 12 20 10 13 132 15 73 446

Ｈ19 54 18 12 10 35 13 8 3 18 16 200 15 9 11 8 22 11 74 537

Ｈ20 58 15 34 30 14 2 8 102 19 7 6 16 68 379

Ｈ21 56 21 16 15 36 17 8 3 30 22 264 168 14 6 7 13 15 13 73 797

Ｈ22 61 19 19 17 47 32 14 7 29 324 11 23 9 7 13 15 53 700

Ｈ23 72 25 18 23 49 20 9 35 21 35 18 20 12 11 10 17 49 444

Ｈ24 77 29 16 16 50 40 17 36 160 12 23 15 10 11 512

Ｈ25 67 33 19 25 32 26 13 41 33 31 169 21 31 13 4 20 11 63 652

Ｈ26 66 35 22 18 44 43 23 29 173 15 34 13 10 13 65 603

Ｈ27 67 32 22 23 37 24 16 40 32 36 34 180 14 29 16 10 6 23 70 11 54 776

Ｈ28 51 34 26 24 38 44 29 71 34 18 29 12 8 7 33 6 75 539

Ｈ29 39 28 25 26 32 24 15 42 33 72 36 18 33 12 8 6 23 46 8 64 590

合　計 2,106 657 126 551 231 89 135 274 908 670 1,030 783 385 305 79 24 54 637 79 382 51 194 84 160 179 104 520 1,276 127 677 250 274 19 305 50 3,522 351 1,199 102 19,036
※1 「救助科」は、平成元年度まで実施した警防科救助課程を含む。
※2 「指導員科」は、（財）沖縄県消防協会から委託を受け実施している分を含まない。
※3 「その他」の内訳は以下のとおり。

S49 消防団  事務吏員科 22人 S52 消防職員  特別科 9人
S50 消防職員  特別科 18人 H 5 消防団長研修 22人
S51 消防職員  特別科 7人 H10 無線通信科 7人
S51 無線通信科 17人 計 102人

　　年度別教育訓練実施状況    ②平成11年～平成29年

年
度
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の
種
類

-
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-
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那 覇 市 312 39 8 40 22 8 9 21 77 70 122 80 25 24 8 1 7 67 6 18 6 23 9 23 20 4 2 190 6 25 13 9 0 19 0 0 34 218 1 1566

宜 野 湾 市 113 34 10 36 14 6 8 14 51 38 63 25 15 13 4 1 4 18 6 14 1 24 6 16 12 4 0 38 8 14 5 3 0 2 2 0 0 65 9 696

石 垣 市 74 12 6 15 11 6 5 9 29 18 40 14 6 6 5 1 2 10 0 8 0 0 3 2 10 6 0 0 10 20 11 26 1 12 3 153 43 10 2 589

浦 添 市 125 33 11 29 14 6 6 15 53 42 70 39 21 17 3 2 6 36 3 20 4 9 5 12 8 9 3 41 2 39 16 13 2 17 0 0 27 17 1 776

名 護 市 104 38 11 17 9 5 7 15 41 28 50 41 16 9 3 1 2 36 7 28 6 14 4 5 10 6 6 31 6 48 23 20 2 43 3 70 26 133 3 927

糸 満 市 88 27 10 20 15 8 6 3 29 22 34 39 12 10 5 3 2 34 3 16 1 6 4 8 10 6 4 26 6 29 5 6 0 4 2 0 22 73 1 599

沖 縄 市 135 23 10 35 13 8 12 3 41 34 81 38 12 19 3 1 5 31 2 13 2 13 5 21 17 10 3 42 5 31 16 20 1 18 4 0 24 23 6 780

豊 見 城 市 91 34 9 19 11 5 8 12 32 18 39 47 12 12 1 1 3 37 2 25 0 13 2 4 5 8 4 26 9 16 3 10 0 8 1 0 36 50 4 617

う る ま 市 171 72 10 69 14 6 11 31 92 60 72 77 50 43 3 2 6 61 12 38 13 9 10 15 16 9 7 56 11 38 13 19 2 22 10 25 10 71 4 1260

宮 古 島 市 103 30 6 30 13 5 7 18 59 37 59 49 30 32 7 2 3 45 5 25 3 2 4 6 5 4 4 8 6 41 21 29 4 18 2 701 12 14 10 1459

久 米 島 町 47 19 2 20 10 4 4 13 34 19 18 26 11 9 0 1 0 20 3 6 4 13 1 4 5 2 0 0 0 47 9 13 1 9 4 105 25 0 2 510

本部町今帰仁村 80 35 8 8 13 7 8 14 34 27 41 28 10 4 5 1 3 29 1 13 3 0 2 3 6 4 3 24 9 23 9 11 0 12 0 18 0 19 23 538

島 尻 114 35 10 36 20 12 10 1 46 38 58 44 29 25 5 0 0 31 5 28 3 13 3 7 10 7 3 36 15 82 30 23 0 37 2 0 0 95 4 917

東 部 157 56 15 31 12 6 6 22 76 66 76 57 41 37 11 3 6 48 6 37 2 4 8 8 12 9 4 47 6 28 8 11 0 14 4 0 67 81 5 1087

中 城 北 中 城 77 30 8 38 9 6 5 16 43 35 20 32 19 15 3 1 2 20 3 18 0 9 4 3 5 5 6 24 3 3 1 0 0 0 2 0 0 48 6 519

金 武 地 区 80 44 5 34 5 4 3 19 42 35 35 48 14 10 0 1 3 42 3 26 2 19 4 3 4 3 4 26 3 9 0 9 0 2 1 50 0 171 3 766

国 頭 地 区 73 18 6 15 8 3 4 5 36 27 30 25 13 10 2 1 0 17 3 11 0 7 4 3 5 3 0 18 2 34 17 24 1 20 2 90 17 19 2 575

比 謝 川 行 政 162 75 15 58 18 8 16 42 77 56 84 74 49 39 11 1 0 53 9 38 1 16 6 17 15 5 3 49 20 26 14 10 3 13 5 25 0 92 10 1215

伊 江 村 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 18 3 3 0 4 0 227 0 0 0 255

渡 嘉 敷 村 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 1 0 0 0 0 238 0 0 1 248

座 間 味 村 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 15 5 0 0 0 0 44 0 0 0 64

粟 国 村 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 1 0 0 0 96 0 0 0 100

渡 名 喜 村 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

南 大 東 村 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 12 0 2 0 0 1 32 0 0 0 47

北 大 東 村 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 1 0 0 1 0 108 0 0 0 115

伊 平 屋 村 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 0 3 0 1 0 88 0 0 0 98

伊 是 名 村 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 3 2 0 8 0 249 0 0 1 270

多 良 間 村 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 35 0 0 0 38

竹 富 町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 33 23 5 2 21 0 840 0 0 1 925

与 那 国 町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 14 0 1 0 0 0 41 6 0 1 63

そ の 他 0 3 0 1 0 0 0 1 16 0 38 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 4 0 464 594 0 0 0 0 0 0 2 287 2 0 2 1416

合　 計 2,106 657 160 551 231 113 135 274 908 670 1030 783 385 334 79 24 54 637 79 382 51 194 84 160 179 104 520 1276 127 677 250 274 19 305 50 3,522 351 1199 102 19,036

*昭和４８年度から平成２９年度までの累計
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（３）  移動消防学校

実施年度 実施会場数 受講者数 主な実施科目 備      考

昭和５１年度 6 189 訓練礼式・ポンプ操法 八重山、宮古、与勝、久米島、本部、読谷

５２ 3 85 〃 久米島、宜野座

５３ 2 93 〃 宮古、国頭

５４ 4 170 〃 宮古、八重山、久米島、本島３地区

５５ 1 40 〃 久米島

５６ 1 30 〃 渡嘉敷

５７ 3 110 〃 渡嘉敷、竹富

５８ 3 98 〃 伊是名、石垣、渡嘉敷

５９ 3 275 訓練礼式・ポンプ操法・予防概論 名護、平良、渡嘉敷

６０ 7 288 〃
竹富(56)､伊江(15)､宮古(120)､伊是名(27)､
渡嘉敷(35)､多良間(15)､伊良部(20)

６１ 3 200 訓練礼式・ポンプ操法・火災防ぎょ 石垣(35)､宮古(110)､竹富(55)

６３ 2 61
訓練礼式・ポンプ操法
・火災防ぎょ・予防概論・救急法

伊平屋(15)､竹富(46)

平成元年度 1 49 訓練礼式・ポンプ操法・救急法 竹富

２ 3 40 〃 与那国(12)､竹富(28)

３ 3 87 〃 伊良部(55)､竹富(32)

４ 4 202 〃 伊是名(27)､宮古(74)､竹富(56)､伊江(45)

５ 2 24 〃 竹富

６ 2 21 〃 竹富

７ 2 49 〃 竹富

８ 3 40 〃 竹富(20)､伊良部(20)

９ 2 20 〃 竹富

10 4 115 〃 北大東(22)､竹富(73)､伊平屋(20)

11 5 92
訓練礼式･ポンプ操法・応用操法
・消防団活動・救急法

伊是名(15)､伊江(23)､渡嘉敷(17)､竹富(37)

12 6 117 〃 伊是名(18)､伊江(27)､渡嘉敷(21)､座間味(9)､竹富(42)

13 7 238 〃
伊江(29)､伊是名(27)､北大東(28)､
粟国(28)、竹富(96)､渡嘉敷(30)

14 8 199 〃
伊江(23)､伊是名(14)､北大東(30)､
伊平屋(20)、竹富(53)､渡嘉敷(39)､粟国(20)

15 8 165
訓練礼式･ポンプ操法・応用操法
・消防団活動・救急法・消防関係
法規・火災予防、警戒

粟国村（22）、伊江村（22）、伊是名村（20）、
伊平屋村（8）、与那国村（16）、多良間村（20）、
北大東村（14）、渡嘉敷村（43）

16 2 19
訓練礼式・ポンプ操法
・火災防ぎょ・救急法

竹富町（11）、伊平屋村（8）

17 4 88
訓練礼式・ポンプ操法・救急法
・消防団活動・火災予防、警戒

粟国村（14）、伊江村（18）、伊是名村（30）、
座間味村（26）

18 4 132
組織制度・訓練礼式・ポンプ操法
・火災防ぎょ・救急救助・防災

南大東村（32）、竹富町（31）、渡嘉敷村（53）、
伊平屋村（16）

19 1 22 訓練礼式・火災防ぎょ・救急救助 伊是名村（22）

20 － － － ・渡名喜村、南大東村において現地ヒアリングを実施

21 1 15
訓練礼式・火災防ぎょ・救急救助
組織制度

伊江村（15）

27 4 70
訓練礼式・消防活動・火災防ぎょ
救急

伊江村（10）、与那国町（13）
竹富町西表島（35）、小浜島（12）

28 3 33
訓練礼式・消防活動・火災防ぎょ
救急・火災予防

粟国村（12）、伊平屋村（７）、北大東村（１４）

29 3 46
訓練礼式・救助活動・ポンプ操法・
救急

伊是名村（22）、竹富町（15）、座間味村（9）

合計 120 3,522

＊備考欄の（　　）は受講者数である。なお、昭和５９年以前の所属別内訳は不明
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（４）　委託教育

　ア　沖縄県消防協会関係
実施年月日 受講者数 課程別 備　考

昭和５１年　３月１０日～１２日 － 指導員研修
昭和５２年　２月　２日～　４日 － 〃
昭和５３年　２月２３日～２５日 29 〃 自衛消防隊員９人を含む
昭和５４年　３月　６日～　８日 25 〃 自衛消防隊員８人を含む
昭和５５年　３月　６日～　８日 24 〃 自衛消防隊員８人を含む
昭和５６年　３月　５日～　７日 31 〃 自衛消防隊員１４人を含む
昭和５７年　３月　８日～１０日 32 〃 自衛消防隊員９人を含む
昭和５８年　３月　３日～　５日 30 〃 自衛消防隊員１０人を含む
昭和５９年　３月　５日～　７日 27 〃 自衛消防隊員１３人を含む
昭和６０年　２月２６日～２８日 20 〃 自衛消防隊員９人を含む
昭和６１年　２月２６日～２８日 32 〃 自衛消防隊員１５人を含む
昭和６２年　３月２４日～２６日 14 〃
昭和６３年　３月２２日～２４日 8 〃
昭和６３年１２月１３日～１５日 9 〃
平成　２年　２月２６日～２８日 11 〃
平成　３年　３月１８日～２０日 13 〃
平成　４年　２月１２日～１４日 18 〃
平成　５年　１月２５日～２７日 19 〃
平成　５年１２月１３日～１５日 15 〃
平成　７年　２月２２日～２４日 20 〃
平成　８年　２月１４日～１６日 18 〃
平成　９年　２月　５日～　７日 13 〃
平成１０年　２月２４日～２６日 11 〃
平成１１年　１月２０日～２２日 7 〃
平成１２年　２月２３日～２５日 9 〃

合　　　　計 435
　　※　昭和５０，５１年度については受講者数不明

　イ　その他

実施年月日 委託機関 受講者数 課程別 総時間 備　考

昭和５０年 ５月７日～１７日 海洋博警備部 17 海洋博警備要員 62

昭和６３年 ７月１２,１３,１７日 沖縄管理産業株式会社 11 21 訓練礼式のみ

昭和５３年１０月１６日 消防研修協会 60 防災安全講習会 7 消防団員幹部講習

昭和５４年 ３月　１日～７日 南西石油、他３社 31 自衛消防隊員科 38

昭和５８年 ３月　４日 消防科学総合ｾﾝﾀｰ 30 防災安全講習会 7
消防協会の委託教養
と併合講習

昭和５９年 ３月　９日
沖縄県少年婦人
防火委員会

49 婦人防火クラブ 7

昭和６０年 ３月　８日 〃 50 〃 7

昭和６１年 ５月１４日～１６日 株式会社　沖縄銀行 23 自衛消防隊教育 17

昭和６２年 ５月１８日～１９日 〃 20 〃 14

昭和６２年 ５月２１日～２２日 株式会社　琉球銀行 23 〃 14

平成２年 １２月 ７日 沖縄県自治研修所 68
消火全般、応急手
当、その他

8
県職員新規採用者を
対象

平成３年 １２月 ５日 〃 84 〃 8
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５ 平成 29 年度教育訓練実施状況





実施  実施延日数 実　施 受講
　 教　　育　　種　　別 対　　　　象

回数  ()は実日数 時間数 人員

　　初　　任　　教　　育(第49期） 1 170 ( 115 ) 805 39
新たに消防職員として採用
された者

警防科(第32期） 1 12 ( 10 ) 70 28
分隊長等の職制にある者
又はその予定者

予防査察科(第13期） 1 12 ( 10 ) 70 25
予防業務に従事している者
又はその予定者

火災調査科(第7期） 1 12 ( 10 ) 70 26
予防業務に従事している者
又はその予定者

救急科(第56期） 1 54 ( 38 ) 266 32 救急業務に従事しようとする者

初級幹部科(第19期） 1 12 ( 10 ) 70 24
消防士長又は消防副士長の階級
にある者

上級幹部科（第7期） 1 3 ( 3 ) 21 15
課長等以上の職制にある者又は
その予定者

水難救助研修（第21期） 1 17 ( 13 ) 91 42
水難救助業務に従事している者
又はその予定者

　ポンプ操法指導員研修
（第18期）

1 5 ( 5 ) 35 33 ポンプ操法指導に携わる者

防火管理指導員研修
(第8期）

1 5 ( 5 ) 35 18 防火管理者指導に携わる者

新任救急隊員（救命士）
研修 (第3期）

1 12 ( 10 ) 70 36
採用5年以内で救急科を修了し
ていない救急救命士

救急救命士処置拡大研修
（第4期、第5期）

2 5 ( 5 ) 35 72 認定を受けていない救急救命士

1 3 ( 3 ) 21 33 団員の階級にある者

専科教育 警防科(第20期） 1 3 ( 3 ) 21 12
消防団員として３年以上の経験
を有する者

初級幹部科(第3期） 1 3 ( 3 ) 21 8
班長以上の階級にある者
又はその予定

指揮幹部科（第3期） 1 3 ( 3 ) 21 6
班長以上の階級にある者
又はその予定

操法科（第19期） 1 3 ( 3 ) 21 23 全ての消防団員

現地教育（移動消防学校） 3 6 ( 5 ) 22 46
消防本部の設置されていない町
村の消防団員

1 2 ( 2 ) 14 8 女性防火クラブ員等

2 1 ( 1 ) 7 64
市町村の消防長が行う甲種防火
管理講習講習会を修了した者

　　　合　　　　　計 24 343 ( 257 ) 1,786 590

（１）平成29年度 教育訓練実績総括表

　　女性防火クラブ研修（第22期）

専科教育

消
　
防
　
団
　
員

消
　
　
　
　
　
防
　
　
　
　
　
職
　
　
　
　
　
員

特別教育

そ
の
他

幹部教育

幹部教育

特別教育

自衛消防隊研修（第34期、第35期）

　　基礎教育(第33期）
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　（ 消 防 職 員 ）

区　　分 階 　級 　別 　受 　講 　人 　員

計

　　　教　育　課　程
消 防 監 消防司令長 消防司令 消防司令補 消防士長 消防副士長 消 防 士

　　初　　任　　教　　育 39 39

警防科 8 18 2 28

予防査察科 8 7 3 7 25

火災調査科 11 6 7 2 26

救急科 2 1 29 32

初級幹部科 2 18 4 24

上級幹部科 14 1 15

水難救助研修 10 23 9 42

ポンプ操法指導員研修 6 14 13 33

防火管理指導員研修 5 5 5 3 18

新任救急隊員（救命士）研修 6 30 36

救急救命士処置拡大研修 10 38 17 7 72

　　　　合　　　　　計 0 0 14 45 110 82 139 390

　（ 消 防 団 員 ）

区　　分 階 　級 　別 　受 　講 　人 　員

計

　　　教　育　課　程
団 長 副 団 長 分 団 長 副分団長 部 長 班 長 団 員

　　基　　礎　　教　　育 1 32 33

専科教育警　防　科 1 1 10 12

初級幹部科 1 3 1 3 8

指揮幹部科 1 2 2 1 6

操法科 1 2 1 19 23

現地教育 46 46

　　　　合　　　　　計 0 0 4 8 0 5 111 128

（２）平成29年度 階級別教育訓練実施状況

単位：人

・救急科の消防士欄に、海上保安士(海上保安庁職員）2名を含む
・救急救命士処置拡大研修の消防士欄に、海上保安士（海上保安庁職員）2名含む
・水難救助研修の消防士欄に、警察官（沖縄県警察本部職員）2名含む

単位：人

特別教育

幹部教育

専科教育

幹部教育

特別教育
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単位：人

初

任

教

育

警

防

科

特

殊

災

害

科

予

防

査

察

科

危

険

物

科

火

災

調

査

科

救

急

科

救

助

科

初

級

幹

部

科

中

級

幹

部

科

上

級

幹

部

科

新

任

消

防

長

研

修

水

難

救

助

研

修

気

管

挿

管

・

薬

剤

投

与

研

修

救

急

救

命

士

処

置

拡

大

研

修

新

任

救

急

隊

員

救

命

士

研

修

ポ

ン

プ

操

法

指

導

員

研

修

ポ

ン

プ

操

法

審

査

員

研

修

防

火

管

理

指

導

員

研

修

消

防

団

基

礎

教

育

消

防

団

警

防

科

幹

部

教

育
（

初

級

幹

部

科
）

幹

部

教

育
（

指

揮

幹

部

科
）

消

防

団

操

法

科

消

防

団

現

地

教

育

女

性

防

火

ク

ラ

ブ

研

修

自

衛

消

防

隊

研

修

那 覇 市 4 7 2 10 4 2 1 1 2 20 53

宜 野 湾 市 5 1 1 1 5 1 2 6 2 1 1 3 29

石 垣 市 2 1 1 1 1 1 1 4 2 1 1 1 1 1 2 2 1 24

浦 添 市 2 2 2 1 1 1 1 2 3 1 2 1 1 3 23

名 護 市 1 3 1 1 1 1 3 4 2 1 1 2 1 1 2 5 30

糸 満 市 2 2 1 1 2 3 1 3 4 2 3 1 1 1 7 34

沖 縄 市 1 1 1 1 1 1 1 2 6 3 1 1 3 1 24

豊 見 城 市 2 1 2 2 1 1 3 3 3 2 1 2 1 2 26

う る ま 市 2 3 3 3 1 3 1 3 7 3 3 3 2 1 1 1 1 41

宮 古 島 市 1 1 1 1 1 2 1 2 2 1 2 2 1 18

久 米 島 町 1 1 1 1 2 1 1 2 10

本部町今帰仁村 1 2 2 2 2 3 2 1 2 2 1 2 1 23

島 尻 2 2 2 2 1 3 5 3 2 2 2 4 4 6 40

東 部 8 3 1 1 6 3 3 6 3 3 1 2 3 6 49

中 城 北 中 城 2 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1 1 1 16

金 武 地 区 4 1 1 3 1 3 1 1 3 1 1 3 23

国 頭 地 区 2 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 17

比 謝 川 行 政 2 3 4 5 1 3 2 3 6 1 3 3 1 1 1 3 42

伊 江 村 0

渡 嘉 敷 村 0

座 間 味 村 2 9 11

粟 国 村 1 1

渡 名 喜 村 0

南 大 東 村 1 1

北 大 東 村 0

伊 平 屋 村 1 1

伊 是 名 村 22 22

多 良 間 村 0

竹 富 町 1 1 2 15 19

与 那 国 町 7 7

そ の 他 2 2 2 6

 合　 　計 39 28 0 25 0 26 32 0 24 0 15 0 42 0 72 36 33 0 18 33 12 8 6 23 46 8 64 590

※消防職員研修のその他は、海上保安庁職員及び警察官である。

消 防 団 員 その他

合
　
計

消　防　職　員

（３）平成29年度 所属別教育訓練実施状況　　　　

教
育
訓
練
の
種
類

所

属
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（４）　平成29年度　　教科目、時間数及び担当講師等一覧

ア　第49期　初任教育

教　　科　　目 時間 職　　名 氏　　名 　　　　　所　属　機　関　名

倫 理 １ 2 校 長 知 念 弘 光

倫 理 2 3 副 校 長 大 村 朝 洋

1 課 長 上 原 孝 夫 県防災危機管理課

1 会 長 松 田 進 沖縄県消防協会

1 大 城 正 豊見城市消防本部

1 辺土名 朝英 国頭地区行政事務組合消防本部

法 学 基 礎 9 特別研究員 山 内 正 沖縄国際大学　沖縄法政研究所

消 防 法 11 教 官 富 永 浩 太

地 方 自 治 制 度

消 防 組 織 制 度

地 方 公 務 員 制 度 7 特別研究員 山 内 正 沖縄国際大学　沖縄法政研究所

消 防 職 員 の 服 務 5 副 校 長 大 村 朝 洋 県消防学校

消 防 通 論 2 特別研究員 山 内 正 沖縄国際大学　沖縄法政研究所

1 喜屋武 正邦

1 與 儀 富 雄

1 泉 川 寛

1 古 謝 直 樹 名護市消防本部

1 志良堂 智子 浦添市消防本部

財 政 ・ 文 書 1 主 任 伊野波 智美 県消防学校

接 遇 3 チ ー フ 大 城 寿 恵 オフィスＢｅスマイル

消 防 英 語 4 教 官 富 永 浩 太 県消防学校

電 気 2 理 事 照喜名 弘光 (一社)沖縄県消防設備協会

化 学 2

燃 焼 と 消 火 3

物 理 2 講 師 友 寄 全 志

（ 理 化 学 効 果 測 定 ） 1 教 官 富 永 浩 太

防 火 管 理 11 主 幹 赤 嶺 隆 哉

消 防 広 報 5 教 官 富 永 浩 太

自 主 防 災 4

危 険 物 11

消 防 用 設 備 12

査 察 24

建 築 10 指 導 班 長 金 城 新 吾 県土木建築部建築指導課

安 全 管 理 16 教 官 當 眞 嗣 尚 県消防学校

県消防学校

県消防学校

県消防学校

教 授

消 防 士

国立大学法人琉球大学

県消防学校

講 話

消 防 長

消 防 実 務

舎 監

9

棚 原 朗

副 校 長 大 村 朝 洋

主 幹 赤 嶺 隆 哉
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教　　科　　目 時間 職　　名 氏　　名 　　　　　所　属　機　関　名

高 圧 ガ ス 2 講 師 緑 間 康 雄 (社)沖縄県高圧ガス保安協会

火 薬 類 2 主 査 垣 花 章 子 県産業政策課

放射線とアイソ トープ 2 渡 口 輝

毒 劇 物 2 高 嶺 朝 典

特 殊 災 害 概 論 2

火 災 防 ぎ ょ 30

火 災 調 査 15 主 幹 赤 嶺 隆 哉 県消防学校

気 象 と 災 害 8

調 査 係 長
主任技術専門官

震度観測管理係長

技 術 主 任
予 報 官
施 設 係 長

石 川 美 乃
川合亜紀夫
仲 間 豊
上 原 共 博
渡 真 利 明
登 野 城 淳

沖縄気象台

水 災 防 ぎ ょ 5 教 官 徳 山 博 幸 県消防学校

台 風 対 策 2 消防司令補 比 嘉 勇 太 中城北中城消防本部

災 害 対 策 8 富 永 浩 太

救 急
（人体知識・救急関係法規・
救 急 実 務 ・ 救 急 実 技 ）

50
山 内 昌 国
大泊健太郎

交 通 事 故 対 策 1

通 信 運 用 1

消防用自動車・消防ポンプ 9 徳 山 博 幸

訓 練 礼 式 50 富 永 浩 太

68 徳 山 博 幸

消防司令補 石 川 博 明

消防司令補 蔵 元 勝 彦

消防司令補 明 名 康 雄

消防副士長 平 良 大 作

消 防 士 湧 川 義 斗

署　　　　実　　　　習　 14 各消防本部

45 教 官 當 眞 嗣 尚 県消防学校

消防司令補 知 花 新 司

消 防 士 長 佐次田義人

消防副士長 桑 江 勝

消 防 士 田 場 匠

⑷ うるま市消防本部

各所属消防職員

富 永 浩 太

県消防学校

県衛生環境研究所

沖縄市消防本部

教 官 徳 山 博 幸

消 防 活 動 訓 練

救 助 訓 練
⑵

⑵

教 官

講 師

県消防学校
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教　　科　　目 時間 職　　名 氏　　名 　　　　　所　属　機　関　名

機 器 取 扱 訓 練 55

消 防 活 動 応 用 訓 練 85

消防体育（理論・実技） 12

体 力 測 定 8

耐 久 走 7

体 力 向 上 記 録 会 7

消 防 体 育 会 7

ス ポ ー ツ マ ッ サ ー ジ 4 講 師 大 城 一 之

6 インストラクター 兼 村 淳 北谷スポーツセンター

4 教 官 大泊健太郎 県消防学校

消 防 署 実 務 研 修 35 各消防本部

無 線 講 習 7
玉 城 榮 德
古 堅 正 能

（公財）日本無線協会　沖縄支部

水上安全法救助員講習 28 大 田 捷 夫 日本赤十字社　沖縄県支部

税 入 門 1 屋比久 雅彦 沖縄国税事務所

ハ ブ 対 策 3 寺 田 考 紀

海 洋 危 険 生 物 2 安座間安仙

6 富 永 浩 太

8

視 察 研 修 21

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 11

消 防 司 令 比 嘉 覚 沖縄市消防本部

消防司令補 仲 村 常 司 島尻消防、清掃組合消防本部

入 校 式 1 県消防学校

合 計 805

全 職 員

実 科 査 閲 ・ 卒 業 式 3

教　　　　　　官 県消防学校

環 境 整 備

全　　教　　官

各所属消防職員

大泊健太郎

県消防学校

県衛生環境研究所

教 官

全 教 官

講 師

基 本 泳 法

全 教 官
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イ　第32期　警防科

教　　科　　目 時間 職　　名 氏　　名 　　　　　所　属　機　関　名

講 話 1 校 長 知 念 弘 光

2 徳 山 博 幸

1 當 眞 嗣 尚

建 物 火 災 防 ぎ ょ 2 消 防 司 令 補 山 内 嘉 哉 比謝川行政事務組合ニライ消防本部

その他の火災防ぎょ 2 消 防 司 令 補 島 袋 元 維 金武地区消防衛生組合消防本部

警 防 行 政 2 特 別 研 究 員 山 内 正 沖縄国際大学　沖縄法政研究所

多 数 傷 病 者 対 応 4 山 内 昌 国

図 上 訓 練 4 徳 山 博 幸

特 殊 災 害 対 策 3 消 防 士 長 安 田 耕 平 那覇市消防局

3 キ ャ プ テ ン 座 間 味 茂 キャンプバトラー消防本部

4 警 部 福 地 稔 沖縄県警察本部　警備部機動隊

法 制 通 論 3 特 別 研 究 員 山 内 正 沖縄国際大学　沖縄法政研究所

国 民 保 護 法 の 概 要 2 署 長 宮 里 薫 うるま市消防本部

災害対策基本法の概要 1 教　　　　　　　官 徳 山 博 幸 県消防学校

はしごを使用した中層
建 物 火 災 想 定 訓 練

4 消 防 司 令 補 知 念 正 也 宜野湾市消防本部

耐火建物火災想定検索
救 助 訓 練

4 消 防 司 令 補 久 野 辰 徳 うるま市消防本部

中層建物火災想定訓練 4 消 防 司 令 比 嘉 覚 沖縄市消防本部

長距離ホース延長訓練 4 消 防 司 令 補 喜 納 正 也 東部消防組合消防本部

学 生 企 画 訓 練 4 教 官 徳 山 博 幸

消 防 設 備 等 活 用 2 主 幹 赤 嶺 隆 哉

総 合 訓 練
（火災想定、検証、資器材整備）

5 教 官 徳 山 博 幸

メ ン タ ルヘ ルス 対策 2 臨 床 心 理 士 宮 城 元 子 医療法人卯の会　新垣病院

体 力 測 定 2 大泊健太郎

訓 練 礼 式 2 富 永 浩 太

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 1 徳 山 博 幸

入 校 式 ・ 修 了 式 2

合 計 70

特殊災害対応
視察研修

県消防学校

県消防学校

火 災 防 ぎ ょ 通 論 教 官

全 職 員

教 官

県消防学校

教 官 県消防学校
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ウ　第13期　予防査察科

教　　科　　目 時間 職　　名 氏　　名 　　　　　所　属　機　関　名

講 話 1 校 長 知 念 弘 光

訓 練 礼 式 2 教 官 富 永 浩 太

予防査察行政の現状と課題 1

予 防 広 報 2

消 防 同 意 3
予 防 課
予 防 係

金 城 正 和 島尻消防・清掃組合消防本部

消 防 設 備 規 制 概 要 3 予 防 課 長 島 袋 正 己 本部町今帰仁村消防組合消防本部

消 火 設 備 １ 4
予 防 課
予 防 係 長

大 城 学 国頭地区行政事務組合消防本部

消 火 設 備 ２ 4
消 防 署
第 ２ 警 備 係

神 谷 努 糸満市消防本部

警 報 設 備 4
予 防 課
指 導 係 長

瑞 慶 山 剛 沖縄市消防本部

避 難 設 備 等 4 予 防 課 長 比 嘉 勝 治 中城北中城消防本部

火 災 予 防 条 例 １ 4 予 防 課 大 城 盛 久 東部消防組合消防本部

火 災 予 防 条 例 ２ 3 予 防 課 宇久田朝樹 金武地区消防衛生組合消防本部

危 険 物 規 制 2 主 幹 赤嶺 隆哉 県消防学校

防 火 管 理 と 査 察 要 領 4
予 防 課
予防査察係長

山 城 達

違反処理 (基本的概念） 4
予 防 課
中央機動査察係

仲 本 興 平

査察シミュレーション実習 7 主 幹 赤嶺 隆哉 県消防学校

査 察 実 習 7

事 例 研 究 5

課 題 研 究 2

効 果 測 定 1

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 1

入 校 式 ・ 修 了 式 2

合 計 70

担当消防本部へ移動し、査察に同行して実習を実施する

主 幹 赤嶺 隆哉
県消防学校

主 幹 赤嶺 隆哉

県消防学校

那覇市消防局

全 職 員
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エ　第7期　火災調査科

教　　科　　目 時間 職　　名 氏　　名 　　　　　所　属　機　関　名

講 話 1 校 長 知 念 弘 光

訓 練 礼 式 2 教 官 富 永 浩 太

火 災 調 査 の 概 念 4 特 別 研 究 員 山　内　　　　正 沖縄国際大学　沖縄法政研究所

関 係 法 規 2 巡査部長主任 與 儀 喜 紀
沖縄県警察本部　刑事部　捜査第一課

特殊犯兼科学捜査係

情 報 公 開 条 例 2
総 務 課
人 事 係 長

池 原 武 比謝川行政事務組合二ライ消防本部

車両火災・化学火災等 7
予 防 課
指 導 係 長

早 川 淳 宜野湾市消防本部

微 小 火 源 ・
放 火 火 災 等

7
予 防 課
査 察 調 査 係

石 川 直 樹 うるま市消防本部

現 場 調 査 7 予防課指導係 大 城 利 彦 名護市消防本部

燃焼機器 ・電気火災 7 予防課指導係 戸 谷 啓 一 郎 浦添市消防本部

損 害 調 査 6
予 防 課
指 導 係 長

宮 里 朝 和 沖縄市消防本部

4
予 防 課
予 防 査 察 係

上 原 善 智 那覇市消防局

4 主 幹 赤 嶺 隆 哉 県消防学校

予 防 課
設 備 指 導 係

渡 慶 次 吉 人 那覇市消防局

事 例 研 究 6

効 果 測 定 1

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 1

入 校 式 ・ 修 了 式 2

合 計 70

県消防学校

調 査 書 類

調 査 実 習
（模擬家屋火災調査）

7

主 幹 赤 嶺 隆 哉

県消防学校

全 職 員
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オ　第56期　救急科

教　　科　　目 時間 職　　名 氏　　名 　　　　　所　属　機　関　名

救 急 医 療 ・ 救 急 ヘ リ 2
総合診療部
医 長

福 井 英 人 浦添総合病院

救 急 医 療 ・ Ｍ Ｃ 2
総合診療部
部 長

銘 苅 正 ハートライフ病院

救 急 医 療 の 現 状 2 主 任 羽賀 令二郎 県保健医療部医療政策課

1
救命救急科
部 長

高 良 剛
ロ ベ ル ト

県立中部病院

3 教 官 山 内 昌 国 県消防学校

医 学 概 論 2
総合診療部
部 長

銘 苅 正 ハートライフ病院

5 消 防 士 長 當 銘 伸 吾 名護市消防本部

5 消防副士長 金 城 吏 糸満市消防本部

3 消 防 士 長 上 地 由 士

2 消 防 士 長 桑 江 良

5 消 防 士 長 新垣 幸之助 国頭地区行政事務組合消防本部

5 消 防 士 長 上 地 久 幸 比謝川行政事務組合ニライ消防本部

1 教 官 山 内 昌 国 県消防学校

社 会 保 障 ・ 社 会 福 祉
・ 福 祉 行 政

6 教 授 富 樫 八 郎 沖縄大学

4 特別研究員 山 内 正 沖縄国際大学　沖縄法政研究所

2 副 校 長 大 村 朝 洋

救 急 実 務 2 教 官 山 内 昌 国

観 察 Ⅰ 2

観 察 Ⅱ 1

2 副 院 長 久 場 良 也 ハートライフ病院

2 教 官 山 内 昌 国 県消防学校

検 査 3
救 命 救 急
センター長

八 木 正 晴 浦添総合病院

呼 吸 器 2 救急科医師 安 富 き 恵 中頭病院

胸 痛 ・ 動 悸 2
救 急 総 合
診療部副部長 三 戸 正 人 ハートライフ病院

麻 痺 ・ 頭 痛 ・ 目 眩 2 救 急 科 医 岡 正 二 郎

腹 痛 ・ 腰 背 部 痛 2 救 急 科 医 中山由紀子

海洋性有害生物による
咬 刺 傷 ・ 減 圧 症

2 研 究 員 福 地 斉 志 衛生環境研究所

減 圧 症 2
高気圧治療
部 長

合 志 清 隆 琉球大学医学部附属病院

熱 傷 ・ 電 撃 症 3 救急科医師 高 江 洲 怜 県立南部医療センター・こども医療センター

感 染 防 止 2 救 急 科 医 宜保光一郎 県立中部病院

女性傷病者に対する
接遇・観察・処置要領

2 消防司令補 永島加奈子 那覇市消防局

心 肺 停 止 4
救命救急科
部 長

梅 村 武 寬 県立南部医療センター・こども医療センター

うるま市消防本部高 良 清 和

県消防学校

救 急 業 務 総 論

解 剖 ・ 生 理

消防司令補

観 察 Ⅲ

救 急 関 係 法 規

豊見城市消防本部

県立中部病院
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教　　科　　目 時間 職　　名 氏　　名 　　　　　所　属　機　関　名

3
総合診療部
医 長

米 盛 輝 武 浦添総合病院

2 消防副士長 比 嘉 昭 糸満市消防本部

3 救急科医師 安 富 き 恵 中頭病院

2 消 防 士 長 仲 西 裕 樹 金武地区消防衛生組合消防本部

3
総合診療部
医 師

北 原 佑 介 浦添総合病院

1 消 防 士 長 仲 西 裕 樹 金武地区消防衛生組合消防本部

4
総合診療部
医 長

米 盛 輝 武 浦添総合病院

1
救命救急科
副 部 長

豊 里 尚 己 県立中部病院

4 消防司令補 大 城 慎 也 本部町今帰仁村消防組合消防本部

中 毒 3
高気圧酸素
治 療 部 長

清 水 徹 郎 南部徳洲会病院

溺 水 3 副 院 長 久 場 良 也 ハートライフ病院

異 物 ( 気 道 ・ 消 化 管 ） 2
救 急 診 療
部 長

原 田 宏 南部徳洲会病院

そ の 他 の 創 傷 処 置 4
総合診療部
医 長

福 井 英 人 浦添総合病院

精 神 科 障 害 3 精神科部長 井 上 幸 代 県立南部医療センター・こども医療センター

救 急 部 長 佐々木 秀章 沖縄赤十字病院

消 防 士 長 山 城 祐 貴 沖縄市消防本部

消防副士長 赤 嶺 健 太 豊見城市消防本部

消 防 士 長 西 平 秀 樹 東部消防組合消防本部

消 防 士 長 仲 泊 剛 志 比謝川行政事務組合ニライ消防本部

救 急 部 長 佐々木 秀章 沖縄赤十字病院

消 防 士 長 城 間 健 二 宜野湾市消防本部

消 防 士 長 宮 平 昇 浦添市消防本部

消 防 士 長 山 城 祐 貴 沖縄市消防本部

消防副士長 赤 嶺 健 太 豊見城市消防本部

消防司令補 花 城 貴 之 うるま市消防本部

消 防 士 長 西 平 秀 樹

消防副士長 新 垣 恒 平

消防副士長 當 山 光 哉 国頭地区行政事務組合消防本部

消 防 士 長 仲 泊 剛 志

消防副士長 松 田 豊

救 急 資 器 材 4 消 防 士 長 大 城 英 明 金武地区消防衛生組合消防本部

教 授 高 山 千 利

准 教 授 清 水 千 草

助 教 大 倉 信 彦

1

Ｊ Ｐ Ｔ Ｅ Ｃ
プ ロ バ イ ダ ー
コ ー ス

7

Ｊ Ｐ Ｔ Ｅ Ｃ 概 論

琉球大学大学院

東部消防組合消防本部

比謝川行政事務組合ニライ消防本部

3解 剖 実 習

シ ョ ッ ク

喀 血 ・ 吐 血 ・ 下 血

一 般 外 傷

意 識 障 害
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教　　科　　目 時間 職　　名 氏　　名 　　　　　所　属　機　関　名

11 救 急 部 長 佐々木 秀章 沖縄赤十字病院

救命救急科
副 部 長

豊 里 尚 己 県立中部病院

救急科医師 大 田 大 樹 県立南部医療センター・こども医療センター

総合診療部
医 長

米 盛 輝 武 浦添総合病院

消 防 士 長 渡 名 喜 礼 那覇市消防局

消防司令補 大 城 朋 也 名護市消防本部

消防司令補 神 谷 努 糸満市消防本部

消 防 士 長 仲 松 弥 輝 沖縄市消防本部

消 防 士 長 宮 城 優 一 豊見城市消防本部

10 消防司令補 松 田 聡 本部町今帰仁村消防組合消防本部

消防副士長 稲 福 一 樹 島尻消防、清掃組合消防本部

消防司令補 黒 田 雄 也 中城北中城消防本部

10 消防司令補 山 内 明 政 金武地区消防衛生組合消防本部

7 消 防 士 長 與 那 嶺 亘 国頭地区行政事務組合消防本部

2
新 生 児
内 科 医

福 里 勇 人 県立南部医療センター・こども医療センター

1
救命救急科
副 部 長

豊 里 尚 己

3 小児科医師 又 吉 慶

産 婦 人 科 ・ 周 産 期 4 副 院 長 橋 口 幹 夫 県立中部病院

高 齢 者 3 医 師 座 波 政 美 沖縄協同病院

3 救 急 部 長 佐々木 秀章 沖縄赤十字病院

消 防 士 長 山 城 祐 貴 沖縄市消防本部

消防副士長 赤 嶺 健 太 豊見城市消防本部

消 防 士 長 西 平 秀 樹 東部消防組合消防本部

消 防 士 長 仲 泊 剛 志 比謝川行政事務組合ニライ消防本部

4 教 授 久木田 一朗 琉球大学附属病院　救急部

32 山 内 昌 国

1 大泊健太郎

実 務 研 修 14 救 急 隊 長 沖縄本島内各消防本部

小 児 ・ 新 生 児

多 数 傷 病 者 事 故
災 害 医 療

7

10

7

7

2

県立中部病院

応 急 処 置 各 論
教 官 県消防学校

応 急 処 置 総 論
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教　　科　　目 時間 職　　名 氏　　名 　　　　　所　属　機　関　名

救命救急科
部 長

梅 村 武 寬

救急科医師 大 田 大 樹

救命救急科
部 長

高良剛ロベルト 県立中部病院

副 院 長 久 場 良 也 ハートライフ病院

総合診療部
医 師

北 原 佑 介 浦添総合病院

大 嶺 尚 子

安次富弥生

消 防 士 長 仲宗根守章 那覇市消防局

消防司令補 徳 里 智 宜野湾市消防本部

消防副士長 宮 里 豪

消 防 士 江 田 浄 維

消 防 士 長 津波古和判 沖縄市消防本部

消 防 士 長 安慶名隼人

消 防 士 長 島 袋 勝 士

消防副士長 親 川 友 豪 島尻消防、清掃組合消防本部

消 防 士 長 金 城 史 典 東部消防組合消防本部

消 防 士 長 天 久 祐 希 中城北中城消防本部

4 教 官 山 内 昌 国 県消防学校

病 院 実 習 2 県立中部病院

効 果 測 定 6

資 器 材 点 検 ・ 整 備 2

環 境 整 備 1

大泊健太郎

徳 山 博 幸

中 間 テ ス ト 1 山 内 昌 国

訓 練 礼 式 2 富 永 浩 太

体 力 測 定 3 大泊健太郎

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 2 山 内 昌 国

入 校 式 ・ 修 了 式 2

合 計 266

入 校 時 確 認 試 験
( 筆 記 ・ 実 技 ）

4

中部病院（周産期センター）

21

浦添市消防本部

うるま市消防本部

教　　　　官

山 内 昌 国

県消防学校

シ ミ ュ レーシ ョン実習

7

助 産 師

全 職 員

当 直 救 急 医 等

県立南部医療センター・こども医療センター
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カ　第19期　初級幹部科

教　　科　　目 時間 職　　名 氏　　名 　　　　　所　属　機　関　名

講 話 1 校 長 知 念 弘 光

訓 練 礼 式 3 教 官 富 永 浩 太

予 防 行 政 の
現 状 と 課 題

2 消 防 司 令 新 垣 努 那覇市消防局

警 防 行 政 の
現 状 と 課 題

2 消 防 司 令 謝 敷 宗 孝 東部消防組合消防本部

救 急 行 政 の
現 状 と 課 題

2 教 官 山 内 昌 国

消 防 法 令 2 主 幹 赤 嶺 隆 哉

消 防 財 政 3 主 査 田 場 進 吾
沖縄県知事公室
防災危機管理課

指 導 者 の 心 構 え 2 准 教 授 宮 城 政 也 国立大学法人琉球大学　教育学部

人 権 2 副 校 長 大 村 朝 洋 県消防学校

情 報 公 開 と
個 人 情 報 保 護

2 消 防 司 令 米 須 清 昌 宜野湾市消防本部

健 康 管 理 指 導
メ ン タ ル ヘ ル ス 対 策

2 臨床心理士 宮 城 元 子 新垣病院

安 全 管 理 5

現 場 指 揮 2

現 場 指 揮 要 領 7

現 場 指 揮 指 導 演 習 4

交 通 事 故 対 策 3 富 永 浩 太

無 線 運 用 4 徳 山 博 幸

4 特別研究員 山 内 正 沖縄国際大学　沖縄法政研究所

7 代表取締役 鎌 田 修 広 株式会社　タフ・ジャパン

3

効 果 確 認 4

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 1

環 境 整 備 1

入 校 式 ・ 修 了 式 2

合 計 70

全 職 員

教 官
県消防学校

當 眞 嗣 尚

事 例 研 究

県消防学校

県消防学校

教 官 県消防学校

當 眞 嗣 尚
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キ　第7期　上級幹部科

教　　科　　目 時間 職　　名 氏　　名 　　　　　所　属　機　関　名

管 理 職 の 役 割 1 校 長 知 念 弘 光 県消防学校

上 級 幹 部 の 心 構 え 1 副 参 事 伊 禮 剛
沖縄県知事公室
防災危機管理課

業 務 管 理 2 副 校 長 大 村 朝 洋 県消防学校

職 場 の メ ン タ ル ヘ ル ス 2 臨床心理士 宮 城 元 子 医療法人卯の会　新垣病院

人 事 管 理 2 消 防 監 照 屋 雅 浩 那覇市消防局

危 機 管 理 論 2 特別研究員 山 内 正 沖縄国際大学　沖縄法政研究所

安 全 管 理 1 教 官 當 眞 嗣 尚 県消防学校

2 消 防 長 浜 川 秀 雄 宜野湾市消防本部

2 消 防 司 令 大 内 智 博 浦添市消防本部

各 種 法 令 研 究 3 特別研究員 山 内 正 沖縄国際大学　沖縄法政研究所

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 1 教 官 當 眞 嗣 尚

入 校 式 ・ 修 了 式 2

合 計 21

事 例 研 究

県消防学校
全 職 員
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ク　第21期　水難救助研修

教　　科　　目 時間 職　　名 氏　　名 　　　　　所　属　機　関　名

安 全 管 理 3 指 導 員 村 田 幸 雄 国際潜水教育科学研究所

水 難 救 助 対 策 3 消防司令補 仲 村 晃 樹 宜野湾市消防本部

3 消防司令補 島 袋 修 中城北中城消防本部

9 指 導 員 村 田 幸 雄 国際潜水教育科学研究所

3
上 席
機動救難士

江 口 康 平 第十一管区海上保安本部 那覇航空基地

消 防 士 長 玉那覇有之

消 防 士 長 宮 城 健 司

消 防 士 長 森 江 昇

消 防 士 長 宮 城 龍 治

消 防 士 長 儀 間 健 二

指 導 員 村 田 幸 雄 国際潜水教育科学研究所

消防司令補 前 田 哲 男

消 防 士 長 政 井 英 明

消 防 士 長 金 城 正 樹

消 防 士 長 嶺 井 和 磨

消 防 士 長 新 垣 恒 平

消防副士長 金 城 和 希

消 防 士 長 上 原 安 弘

消 防 士 長 島 袋 直 人

消 防 士 長 石 嶺 順

消 防 士 崎 浜 隆 汰

消防司令補 前 田 昌 志

消 防 士 長 瑞慶覧長貴

消 防 士 長 船 越 義 克

消 防 士 長 池 根 雄 太

消防副士長 新 垣 仰

消防司令補 玉 城 啓

消 防 士 長 中井健太郎

消 防 士 長 比 嘉 潤

消 防 士 長 外 間 真 吾

消防副士長 赤 尾 亘

指 導 員 村 田 幸 雄 国際潜水教育科学研究所

金武地区消防衛生組合消防本部
14

総 合 訓 練
東部消防組合消防本部

⑺

糸満市消防本部

総 合 訓 練

7溺 者 救 助 訓 練

水 難 救 助 訓 練

4

東部消防組合消防本部

⑺

糸満市消防本部

潜 水 理 論

7

那覇市消防局

比謝川行政事務組合ニライ消防本部
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教　　科　　目 時間 職　　名 氏　　名 　　　　　所　属　機　関　名

器 具 取 扱 訓 練 4

潜 水 基 本 訓 練 19

潜 水 講 義 1

1 教 官 當 眞 嗣 尚 県消防学校

1

効 果 測 定 ( 実 技 ) 2

環 境 整 備 2

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 1

訓 練 礼 式 2 富 永 浩 太

入 校 式 ・ 修 了 式 2

合　　　　計 91

効 果 測 定 ( 学 科 )

国際潜水教育科学研究所

指 導 員

体 育 3

村 田 幸 雄 国際潜水教育科学研究所

県消防学校

當 眞 嗣 尚

指　　導　　員 村　田　　幸　雄

教 官

全 職 員
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ケ　第18 期　ポンプ操法指導員研修

教　　科　　目 時間 職　　名 氏　　名 　　　　　所　属　機　関　名

訓 練 礼 式 2 富 永 浩 太

ポ ン プ 操 法 実 施 要 領 3 徳 山 博 幸

実 施 要 領 1

環 境 整 備 1

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 1 徳 山 博 幸

入 校 式 ・ 修 了 式 2

合 計 35

コ　第8期　防火管理指導員研修

教　　科　　目 時間 職　　名 氏　　名 　　　　　所　属　機　関　名

訓 練 礼 式 2 教 官 當 眞 嗣 尚

防 火 管 理 制 度 2

自 衛 消 防 訓 練 1

自 衛 消 防 隊 指 導 要 領
消火器・避難器具等操法等

3

自 衛 消 防 隊 指 導 要 領
総 合 訓 練

4

自 衛 消 防 隊 指 導 実 習
消火器・避難器具等操法等

6

自 衛 消 防 隊 指 導 実 習
総 合 訓 練

8

効 果 確 認 6

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 1

入 校 式 ・ 修 了 式 2

合 計 35

ポ ン プ 操 法 （ 実 技 ）
※ 訓 練 査 閲 含 む

25

県消防学校主 幹 赤 嶺 隆 哉

教 官

全 職 員

全 職 員

県消防学校
徳 山 博 幸
山 内 昌 国
大泊健太郎
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教　　科　　目 時間 職　　名 氏　　名 　　　　　所　属　機　関　名

気 管 挿 管 に 必 要 な
構 造 と 機 能

3 麻 酔 科 医 宜 保 さ と こ 豊見城中央病院

心肺停止前後の病態 3
救 命 救 急 科
副 部 長

豊 里 尚 己 県立中部病院

薬 剤 投 与 の 基 礎 2 救 命 救 急 医 富 山 修 志 県立南部医療センター・こども医療センター

薬剤投与に必要な循環
器 系 の 構 造 と 機 能

2 I C U 部 長 玉 城 正 弘 豊見城中央病院

気管挿管・薬剤投与の
プ ロ ト コ ー ル

1 教 官 山 内 昌 国 県消防学校

救 命 救 急 科
副 部 長

豊 里 尚 己 県立中部病院

消 防 司 令 補 宮 城 聡 治 国頭地区行政事務組合消防本部

救 急 救 命 士 の
変 遷 と 医 療 倫 理

1

メディカルコントロール
と 救 命 処 置

1

糖 尿 病 ・ 低 血 糖 の
病 態 と 治 療

3 救 命 救 急 医 多和田哲郎 県立南部医療センター・こども医療センター

ショックの病態と治療 4 救 急 科 医 岡 正 二 郎 県立中部病院

教　科　目 時間 職　　名 氏　　名 所　属　機　関　名

3 救 命 救 急 医 宮 川 幸 子 県立南部医療センター・こども医療センター

8

シミュレーション等による
気管挿管・薬剤投与・拡
大 ２ 行 為 の 実 習

3

静脈路確保と輸液に
関する基本手技の実習

1

サ　第3期　新任救急隊員（救命士）研修

　座　学

山 内 昌 国 県消防学校

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 等
に よ る 気 管 挿 管 ・
薬 剤 投 与 実 習

血糖測定に関する基本手技 2

救 急 科 医 中山由紀子

6

教 官

県立中部病院

山 内 昌 国 県消防学校

教 官

　実　習

気管挿管・薬剤投与に
関する基本手技の実習
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教　科　目 時間 職　　名 氏　　名 所　属　機　関　名

消 防 司 令 補 富 永 浩 文 沖縄市消防本部

血糖測定と低血糖発作 消 防 司 令 補 東 濱 忍 うるま市消防本部

症例へのブドウ糖投与 消 防 司 令 補 屋比久一臣 島尻消防、清掃組合消防本部

シ ナ リ オ 訓 練 消 防 司 令 補 黒 田 雄 也 中城北中城消防本部

消 防 司 令 補 徳 田 敏 行 東部消防組合消防本部

消 防 士 長 新 垣 剛 名護市消防本部

消 防 司 令 補 富 永 浩 文 沖縄市消防本部

心 肺 機 能 停 止 前 の 消 防 司 令 補 東 濱 忍 うるま市消防本部

静 脈 路 確 保 と 消 防 司 令 補 屋比久一臣 島尻消防、清掃組合消防本部

輸 液 シ ナ リ オ 訓 練 消 防 司 令 補 黒 田 雄 也 中城北中城消防本部

消 防 司 令 補 徳 田 敏 行 東部消防組合消防本部

消 防 士 長 新 垣 剛 名護市消防本部

徳 山 博 幸

山 内 昌 国

消 防 司 令 補 富 永 浩 文 沖縄市消防本部

消 防 司 令 補 屋比久一臣 島尻消防、清掃組合消防本部

消 防 司 令 補 黒 田 雄 也 中城北中城消防本部

消 防 士 長 新 垣 剛 名護市消防本部

徳 山 博 幸

大泊健太郎

副 院 長 久 場 良 也 ハートライフ病院

救 命 救 急 科
部 長

梅 村 武 寛 県立南部医療センター・こども医療センター

救 命 救 急 科
副 部 長

豊 里 尚 己 県立中部病院

総 合 診 療 部
医 長

福 井 英 人 浦添総合病院

消 防 司 令 補 富 永 浩 文 沖縄市消防本部

消 防 司 令 補 東 濱 忍 うるま市消防本部

消 防 司 令 補 屋比久一臣 島尻消防、清掃組合消防本部

消 防 司 令 補 宮 城 聡 治 国頭地区行政事務組合消防本部

訓 練 礼 式 2 富 永 浩 太

資 器 材 整 備 1 山 内 昌 国

入 校 式 ・ 修 了 式 2

合　　　　計 70

県消防学校
効 果 測 定
（ 筆 記 ）

効 果 測 定
（ 実 技 ）

4

入 校 時 確 認 テ ス ト
（ 実 技 ）

県消防学校

7

7

教 官 県消防学校

2

1

1 教 官

教　　　　官

全 職 員

入校時確認プレテスト
（ 筆 記 ）
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教　　科　　目 時間 期 職　　名 氏　　名 所　属　機　関　名

救 急 救 命 士 の
変 遷 と 医 療 倫 理

1

メディカルコントロール
と 救 急 救 命 処 置 1

糖尿病・低血糖の
病 態 と 治 療

3
4期
5期

総合診療部医長

救命救急医
米 盛 輝 武
多和田哲郎

浦添総合病院
県立南部医療センター・こども医療センター

シ ョ ッ ク の
病 態 と 治 療

4
4期
5期

救 急 科 医
総合診療部医師

岡 正 二 郎
北 原 佑 介

県立中部病院
浦添総合病院

教　　科　　目 時間 期 職　　名 氏　　名 所　属　機　関　名

4期
5期

救命救急科部長
総合診療部医師

高良剛ロベルト

北 原 佑 介
県立中部病院
浦添総合病院

4･5
期

消防司 令補 宮 城 聡 治 国頭地区行政事務組合消防本部

静脈路確保と輸液に
関 す る 基 本 手 技

1
4･5
期

教 官 山 内 昌 国 県消防学校

消防司 令補 富 永 浩 文 沖縄市消防本部

消防司 令補 東 濱 忍 うるま市消防本部

消防司 令補 屋比久一臣 島尻消防、清掃組合消防本部

消防司 令補 黒 田 雄 也 中城北中城消防本部

消防司 令補 宮 城 聡 治 国頭地区行政事務組合消防本部

消 防 士 長 新 垣 剛 名護市消防本部

消防司 令補 富 永 浩 文 沖縄市消防本部

消防司 令補 東 濱 忍 うるま市消防本部

消防司 令補 屋比久一臣 島尻消防、清掃組合消防本部

消防司 令補 黒 田 雄 也 中城北中城消防本部

消防司 令補 宮 城 聡 治 国頭地区行政事務組合消防本部

消 防 士 長 新 垣 剛 名護市消防本部

4･5
期

4･5
期

　実　習

血糖測定に関する
基 本 手 技

1

6

6
血糖測定と低血糖発
作症例へのブドウ糖
投与シナリオ訓練

心肺機能停止前の
静 脈 路 確 保 と
輸液シナリオ訓練

シ　第4、5期　救急救命士処置拡大研修

　座　学

救 急 科 医 中 山 由 紀 子 県立中部病院
4･5
期
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教　　科　　目 時間 期 職　　名 氏　　名 所　属　機　関　名

徳 山 博 幸

大泊健太郎

消防司 令補 富 永 浩 文 沖縄市消防本部

消防司 令補 屋比久一臣 島尻消防、清掃組合消防本部

消防司 令補 黒 田 雄 也 中城北中城消防本部

消 防 士 長 新 垣 剛 名護市消防本部

徳 山 博 幸

大泊健太郎

副 院 長 久 場 良 也 ハートライフ病院

救 急 救 命 科
副 部 長 山 口 裕 県立中部病院

救命救急科部長 梅 村 武 寬

4期 救 命 救 急 医 宮 川 幸 子

5期
総合診療部
医 師

北 原 佑 介 浦添総合病院

消防司 令補 富 永 浩 文 沖縄市消防本部

消防司 令補 東 濱 忍 うるま市消防本部

消防司 令補 屋比久一臣 島尻消防、清掃組合消防本部

消防司 令補 宮 城 聡 治 国頭地区行政事務組合消防本部

訓 練 礼 式 1 富 永 浩 太

資 器 材 整 備 1 山 内 昌 国

入 校 式 ・ 修 了 式 2

合　　　　計 35

入 校 時 確 認
プレテスト（筆記）

1 教 官 県消防学校
4･5
期

4

入 校 時 確 認
テ ス ト
（ 実 技 ）

2
4･5
期

県消防学校
4･5
期

4･5
期

教 官

県立南部医療センター・こども医療センター

4･5
期

県消防学校
4･5
期

効 果 測 定
（ 筆 記 ）

効 果 測 定
（ 実 技 ）

1

教 官

全 職 員
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ス　第33期　消防団員　基礎教育

教　　科　　目 時間 職　名 氏　　名 　　　　　所　属　機　関　名

講 話 1 主 幹 赤 嶺 隆 哉

訓 練 礼 式 2

組 織 制 度 1

防 災 2

ポ ン プ 操 法 4

火 災 防 ぎ ょ 2

山 内 昌 国

大泊健太郎

救 助 2

安 全 管 理 2

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 1 徳 山 博 幸

入 校 式 ・ 修 了 式 2

合 計 21

セ　第20期　消防団員　警防科

教　　科　　目 時間 職　名 氏　　名 　　　　　所　属　機　関　名

講 話 1 主 幹 赤 嶺 隆 哉

訓 練 礼 式 2

防 災 1

安 全 管 理 2

火 災 防 ぎ ょ （ 座 学 ） 1 徳 山 博 幸

火 災 防 ぎ ょ （ 実 科 ） 11

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 1

入 校 式 ・ 修 了 式 2

合　　　　　　計 21

救 急 2

當 眞 嗣 尚

大泊健太郎

大泊健太郎

全 職 員

県消防学校

富 永 浩 太

県消防学校

徳 山 博 幸

教　　　　　官

全 職 員

教 官
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ソ　第3期　消防団員　初級幹部科　

教　　科　　目 時間 職　　名 氏　　名 　　　　　所　属　機　関　名

講 話 2 事 務 局 長 具志堅重光 （公財）沖縄県消防協会

訓 練 礼 式 3 富 永 浩 太

現 場 指 揮 5

3

2 富 永 浩 太

救 急 2 徳山 博幸

安 全 管 理 2 當 眞 嗣 尚

オリエンテーション・入校式 1

修 了 式 1

合 計 21

タ　第3期　消防団員　指揮幹部科　

教　　科　　目 時間 職　　名 氏　　名 　　　　　所　属　機　関　名

1 校 長 知 念 弘 光

1 主 幹 赤 嶺 隆 哉

訓 練 礼 式 3

防 災 1

現 場 指 揮 6

當 眞 嗣 尚

徳 山 博 幸

大泊健太郎

安 全 管 理 2 當 眞 嗣 尚

入 校 式 ・ 修 了 式 2

合 計 21

チ　第19期　消防団員　操法科

教　　科　　目 時間 職　名 氏　　名 　　　　　所　属　機　関　名

訓 練 礼 式 2 富 永 浩 太

操法実施要領 （学 科 ） 3

ポンプ車・小型ポンプ操法
（ 実 科 ）

12

ポンプ車・小型ポンプ操法
（ 査 閲 ）

2

入 校 式 1

修 了 式 1

合　　　　計 21

講 話

大泊健太郎

防 災

現 場 指 揮
（ 資 器 材 取 扱 、
火 災 防 ぎ ょ ）

4

徳 山 博 幸
山 内 昌 国
大泊健太郎

大泊健太郎

現場指揮（資器材取扱） 1

全 職 員

教 官

全 職 員

富 永 浩 太

県消防学校

県消防学校

教 官

全 職 員

教 官

県消防学校
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ツ　第22期　女性防火クラブ研修

教　　科　　目 時間 職　　名 氏　　名 　　　　　所　属　機　関　名

訓 練 礼 式 2 富 永 浩 太

救 急 2 山 内 昌 国

消 火 訓 練 3

避 難 訓 練 3

炊 き 出 し 訓 練 1

環 境 整 備 1

入 校 式 ・ 修 了 式 2

合 計 14

テ　第34・35期　自衛消防隊研修

教　　科　　目 時間 職　　名 氏　　名 　　　　　所　属　機　関　名

訓 練 礼 式 1 教 官 當 眞 嗣 尚

防 火 管 理 者 制 度 1 主 幹 赤 嶺 隆 哉

消 火 ・ 避 難 訓 練 1 教 官 全 教 官

総 合 訓 練 3

開 講 式 ・ 閉 講 式 1

合 計 7

主 幹 赤 嶺 隆 哉

県消防学校

県消防学校

徳 山 博 幸

教　　　　　　官

全 職 員
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資 料





１．沖縄県消防学校規則

平成 ６年３月 11 日規則第 ７号

改正 平成 10 年３月 27 日規則第 10 号

改正 平成 15 年３月 31 日規則第 29 号

改正 平成 26 年２月 21 日規則第 ５号

沖縄県消防学校規則（昭和 49 年沖縄県規則第 23 号）の全部を改正する。

（趣旨）

第１条 この規則は、沖縄県消防学校（以下「学校」という。）において行う教育訓練に

関し、必要な事項を定めるものとする。

（教育訓練の目的）

第２条 教育訓練は、消防職員及び消防団員（以下「消防職員等」という。）に、消防の

責務を認識させるとともに、人格の向上、学術技能の修得、体力の錬成、規律の保持

及び共同精神のかん養を図り、もって公正明朗、かつ、能率的に職務を遂行し得るよ

う、その資質を高めることを目的とする。

（教育訓練の種類等）

第３条 教育訓練の種類、教科目、時間数等は、消防学校の教育訓練の基準（平成 15 年

消防庁告示第３号）の例によるものとする。

（休校日）

第４条 学校の休校日は、沖縄県の休日を定める条例（平成３年沖縄県条例第 15 号）第

１条第１項に規定する県の休日とする。

２ 消防学校長（以下「校長」という。）は、必要があるときは、前項の休校日を変更し、

又は臨時に休校日を定めることができる。

（教育訓練の実施計画）

第５条 校長は、翌年度の教育訓練実施計画を毎年１月末日までに作成し、知事の承認

を得なければならない。

２ 校長は、前項の教育訓練実施計画の作成に当たっては、消防長（消防本部を置かな

い町村にあっては、町村長。以下同じ。）の意見を聴くものとする。

３ 校長は、第１項の規定により、教育訓練実施計画について知事の承認を得たときは、

これを消防長に通知しなければならない。

４ 校長は、教育訓練を行うときは、その都度、教育訓練の種類、期間等を消防長に通

知しなければならない。

（入校手続）

第６条 消防長は、所属の消防職員等を学校に入校させようとするときは、入校申込書

（第１号様式）に本人の履歴書（第２号様式）その他所定の書類を添えて、校長に提

出しなければならない。

（入校者の決定等）

第７条 校長は、前条の規定により提出された書類の審査結果に基づき、入校者を決定

し、その旨を当該消防長に通知しなければならない。
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（宣誓書）

第８条 前条の規定により入校を決定された消防職員等（以下「学生」という。）は、入

校する際に宣誓書（第３号様式）を校長に提出しなければならない。

（入寮義務）

第９条 学生は、教育訓練期間中は学校の寮に入寮しなければならない。ただし、特別

の理由により校長の承認を得たときは、この限りでない。

（考査）

第10条 校長は、学生の教育訓練の効果を測定するため、必要に応じて考査を行うこと

ができる。

２ 前項の考査は、学科、実科及び修業態度について行うものとする。

３ 校長は、学生が教育訓練を修了したときは、必要に応じ第１項の考査結果を、当該

学生が所属する消防長に通知することができる。

（退校）

第11条 学生は、病気その他の理由により学校を退校しようとするときは、退校願書（第

４号様式）を所属する消防長を経由して校長に提出し、その承認を得なければならな

い。

２ 校長は、前項の場合において、病気により退校しようとする学生に対して、医師の

診断書を提出させることができる。

（処分）

第12条 校長は、学生が次の各号のいずれかに該当するときは、当該学生に対して訓戒、

謹慎又は退校の処分を行うことができる。

(１) 規律を乱し、学生としての本分に反したとき。

(２) 性行不良で、改善の見込みがないとき。

(３) 成績不良で、成業の見込みがないとき。

(４) 正当な理由がなくて、出席が常でないとき。

２ 校長は、前項の規定により処分を行ったときは、速やかにその旨を知事に報告する

とともに、当該学生の所属する消防長に通知しなければならない。

（卒業証書等）

第13条 校長は、初任教育を修了した学生に対しては卒業証書（第５号様式）を、その

他の教育訓練を修了した学生に対しては修了証書（第６号様式）を授与するものとす

る。

（表彰）

第14条 校長は、教育訓練を修了した学生のうち、成績が優秀で他の学生の模範となる

行為を行った者を表彰することができる。

（教育訓練の特例）

第15条 校長は、必要があるときは学校の職員を学校以外の場所に派遣し、移動消防学

校を開設して消防職員等に対する教育訓練を行うことができる。

２ 校長は、必要があるときは知事の承認を得て、学校以外の教育機関に対して学生の

教育訓練を委託することができる。

（特別訓練生）

第16条 校長は、消防職員等以外の者で特に学校に入校を希望するもの（以下「特別訓

練生」という。）があるときは、消防職員等の教育訓練に支障のない場合に限り、入校
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を許可することができる。

２ 特別訓練生に対する教育訓練の教科目その他実施細目は、その都度校長が定めるも

のとする。

（業務報告）

第17条 校長は、前年度における教育訓練等の実績及び成果を、毎年４月末日までに知

事に報告しなければならない。

（備付帳簿等）

第18条 校長は、次に掲げる帳簿等を備えて、整理しなければならない。

(１) 学校の諸規程

(２) 教育訓練実施計画及び教育訓練時間表

(３) 職員の名簿、担当科目及び担当時間表

(４) 学生の学籍簿及び出欠簿

(５) 学校日誌

(６) その他必要な帳簿

（委任）

第19条 この規則に定めるもののほか、教育訓練の実施に関し必要な事項は、校長が別

に定める。

附 則

この規則は、公布の日から施行する。

附 則（平成 10 年３月 27 日規則第 10 号）

この規則は、公布の日から施行する。

附 則（平成 15 年３月 31 日規則第 29 号）

この規則は、公布の日から施行する。

附 則（平成 26 年２月 21 日規則第５号）

この規則は、公布の日から施行する。
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第１号様式（第６条関係）

第 号

年 月 日

沖縄県消防学校長 殿

消防本部名
(消防団名)

消 防 長 名 印

(消防団長名)

入 校 申 込 書

下記の者を貴校における 教育（科・課程）に入校させたいので、

申込みます。

記

階 級 氏 名
ふ り が な
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第２号様式（第６条関係）

履 歴 書

所 属 消防本部（消防団）

ふりがな 生 年 月 日 性別

氏 名 年 月 日 生 男 ・ 女

現 住 所
℡

昭和 学部
最終学歴 年 月 学校 卒業 中退

平成 科

階 級 採 用 年 月 消 防 経 験 年 数

昭和
年 月 年 月

平成

年 月 年 月

年 月 年 月

年 月 年 月
消防学校歴 職 歴

年 月 年 月

年 月 年 月

年 月 年 月

年 月 年 月
消防大学校歴

年 月 年 月

健康状況 既往症 有（ ） 無 喫 煙 の 有 無 有 無

特 技

資 格 ・

免 許 等
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第３号様式（第８条関係）

宣 誓 書

わたくしは、消防職(団)員としての責務を深く

自覚し、沖縄県消防学校規則 その他の諸規定を

守り、教育訓練に専念することを固く誓います。

平成 年 月 日

所 属

階 級

氏 名 印

沖縄県消防学校長 殿
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第４号様式（第１１条関係）

退 校 願 書

年 月 日

沖縄県消防学校長 殿

所 属

氏 名 印

次の理由により沖縄県消防学校を退校したいので、承認を願います。

（退校理由）
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第５号様式（第１３条関係）

第 号

卒 業 証 書

氏 名

初任教育を終了したことを証します

年 月 日

沖縄県消防学校長名 印
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第 号

修 了 証 書

氏 名

科（課程）を修了したことを証します

年 月 日

沖縄県消防学校長 印
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２．沖縄県消防学校学生心得

（総則）

第１条 この心得は、沖縄県消防学校規則（平成６年沖縄県規則第７号）第19条の規定

に基づき、沖縄県消防学校（以下「学校」という。）において行う教育訓練の実施に関

し、必要な事項を定めるものとする。

第２条 学校に入校する消防職員及び消防団員（以下「学生」という。）は、この心得を

厳守しなければならない。

第３条 学生は、常に節度と品位を持って、規律正しい学校生活を送らなければならな

い。

第４条 学生は、消防の職務を十分に認識して、消防職に必要な知識と技術の習得及び

その知識と技術を最大限に発揮できる体力の保持、増進に励まなければならない。

第５条 学生は、学校の職員（以下「教官」という。）及び舎監の指示に従わなければな

らない。

（生活）

第６条 学生の学校内における日課及び時限は、別表に定めるところによる。

２ 前項の日課及び時限の合図は、チャイム及び放送により行う。

第７条 学生は、毎朝８時30分までに別に作成する出欠簿に押印しなければならない。

第８条 学生は、常に身辺の清潔整とんに努めるとともに、教官の指示に従い、清掃を

行うものとする。

第９条 学生は、学校内において飲酒してはならない。ただし、特別の理由により校長

の許可を得たときは、この限りでない。

第10条 学生は、火気の取り扱いに注意するとともに、指定された場所以外での喫煙を

してはならない。

第11条 学生は、学校内において、他人に迷惑を及ぼす行為をしてはならない。

第12条 学生の来訪者との面会は、原則として、休憩時間又は放課後に行うものとする。

第13条 学生は、寝具その他の所持品を、指定された場所に整理整とんするとともに、

金銭その他の貴重品は、各自の責任で保管するものとする。

第14条 学生は、学校の施設、備品及び貸与品の取り扱いに注意するとともに、これら

を破損又は紛失したときは、直ちに教官又は舎監に届けなければならない。

２ 前項の破損又は紛失が、学生の故意又は重大なる過失によるときは、当該学生に弁

償させることができる。

第15条 消防活動の機敏性を養うため、随時、訓練非常呼集を行うものとする。

２ 学生は、訓練非常呼集の合図があるときは、指定された服装で指定された場所に集

合して、教官又は舎監の指揮に従わなければならない。

第16条 学生は、校長室、職員室、講師室等に出入りする必要があるときは、「入ります」

と言って入室し、「帰ります」と言って退室するものとする。

第17条 学生の学校への要望等は、次条に定める総代を通して行うものとする。ただし、

特別な理由があるときは、この限りでない。

（役員及び日直）
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第18条 学生に、総代、副総代、室長及び日直を置く。

第19条 総代及び副総代は、学生の互選により選任する。

２ 総代は、学生を代表して学生と学校との連絡に当たるとともに、学生を統率するも

のとする。

３ 副総代は、総代を補佐し、総代に事故があるときは、これを代理する。

第20条 室長は、寮室ごとに、当該入寮生の互選により選任する。

２ 室長は、当該入寮生と総代との連絡に当たるとともに、当該寮室の秩序及び安全の

保持に努めるものとする。

第21条 日直は、学生の輪番制により、別に定める日直勤務要領に基づき、勤務するも

のとする。

（点検及び点呼）

第22条 点検は、特別点検と通常点検とし、消防訓練礼式の基準（昭和40年消防庁告示

第１号）の例により行うものとする。

２ 特別点検は、別表に定めるところにより校長が行う。

３ 通常点検は、別表に定めるところにより教官が行う。

第23条 点呼は、通常点呼及び臨時点呼とする。

２ 通常点呼は、毎朝起床後及び毎晩就寝前に舎監が行う。

３ 臨時点呼は、必要に応じて教官又は舎監が行う。

（授業）

第24条 学生は、授業の開始及び終了時には、日直の指揮によって起立して敬礼を行う

ものとする。

第25条 学生は、授業中にその場を離れる必要があるときは、その旨を講師に申し出る

ものとする。

第26条 学生は、病気その他の理由により、授業を欠席しようとするときは、欠席届書

（様式第１号）により校長の承認を受けなければならない。

２ 学生は、前項の場合において、病気により欠席したときは、原則として医師の診断

書を校長に提出するものとする。

（外出及び外泊）

第27条 学生の外出は、毎週水曜日の午後６時から午後10時までとする。

第28条 学生の外泊は、毎週金曜日の午後５時 30 分から翌週月曜日の午前７時45分まで、

及び学校の休校日の前日の午後５時 30 分から休校日の翌日の午前７時 45 分までとす

る。

第29条 学生は、前２条の規定にかかわらず、特別な理由があると認められるときは、

臨時に外出又は外泊をすることができる。

第30条 学生は、第27条及び第28条の規定により外出又は外泊をしようとするときは、

外出・外泊届書（様式第２号）により、第29条の規定により臨時に外出又は外泊をし

ようとするときは、外出・外泊届書（様式第２号）又は校長が指示する様式により校

長の承認を受けなければならない。また、沖縄本島外（自宅に帰る学生を除く。）へ旅

行をしようとするときは、旅行届出書（様式第３号）により校長の承認を受けなけれ

ばならない。

第31条 学生は、前条の規定により承認を受けて外出又は外泊をした場合において、特

別な理由により定刻までに帰校することができないときは、その旨を電話等により、

教官又は舎監に連絡しなければならない。
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第32条 学生は、外出又は外泊中においても交通法規等を遵守して、学生として責任あ

る行動をとらなければならない。

第33条 その他必要な事項は、校長が別に定める。

附 則

この心得は、平成６年４月１日から施行する。

附 則

この心得は、平成11年４月８日から施行する。

附 則

この心得は、平成24年４月１日から施行する。

附 則

この心得は、平成26年 11 月１日から施行する。
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別 表（第６条関係及び第22条関係）

日 課 時 限 表

日 課 時 限 備 考

起 床 6:30～ 起床、寝具整理、洗面等

点 呼 7:00～ 点呼、国旗掲揚、体操、車両点検

清 掃 7:20～ 別に定める清掃区分により行う

朝 食 7:50～ 8:30 日直は交替で取ること

日直勤務交替 8:30～ 本館１階ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙで行う

点 検 8:40～ （注）

授 業 9:00～11:50 時間割は別に定める

昼 食 12:00～12:50 日直は交替で取ること

授 業 13:00～16:50 時間割は別に定める

清 掃 17:00～ 別に定める清掃区分により行う

夕 食 17:30～18:30 日直は交替で取ること

入 浴 18:00～21:00 入浴前後は自由時間とする

自 習 20:00～21:55 各寮室で静かに行う

点 呼 22:10～ 点呼、注意事項等

就 寝 22:30 一斉に消灯して就寝する

(注) 点 検
特別点検・・・月曜日に行う。
通常点検・・・初任教育にあっては、火曜日から金曜日までの毎日

初任教育以外の科にあっては、水曜日と金曜日に行う。
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日 直 勤 務 要 領

１．勤務者
学生の輪番制とし、内１名を正日直、他の２名を副日直とする。

２．日直勤務内容
(1) 授業内容の教官への確認及び学生への連絡
(2) 授業時の資器材、資料等の準備
(3) おしぼり、水差し、黒板拭き、チョーク等の準備
(4) 授業開始、終了時の学生の指揮
(5) 昼食時の外来講師の食堂への案内
(6) 日課時限表に基づく起床等の学生への連絡
(7) 特別点検、通常点検、通常点呼及び臨時点呼時の学生の指揮
(8) 国旗、県旗、校旗の掲揚・降納
(9) 面会者の受付及び接待
(10) 学生専用電話の取次ぎ及び呼出しの放送
(11) 学生への郵便物及び新聞の配布
(12) 日直勤務交替時の指揮及び日直日誌の記入
(13) 掲示板時間割表への記入
(14) 校内建物の施錠等の盗難予防及び喫煙指定箇所等の火災予防
(15) その他、校長が必要と認めた事項

３．勤務時間
８時３０分の勤務交替時から、次の交替時までとする。

４．勤務上の注意事項
(1) 日直勤務者は、授業時以外は宿直室において待機するものとする。
(2) 日直勤務者は、教官及び舎監と連絡を密にするとともに学生を常に掌握していなけ
ればならない。

(3) 来訪者に対しては礼を失することなく、丁寧に対応しなければならない。

５．その他、不明な点は教官又は舎監の指示を受けること。
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日 直 勤 務 要 領 細 則

日直勤務の１日の流れ、及び放送要領は、次のとおりとする。

起 床 6:30 ①起床放送を行う。（２回繰り返す）
「おはようございます。ただいま６時３０分、全員起床」

②国旗、県旗、校旗の掲揚準備
②新聞の配布

点 呼 6:55 放送「点呼５分前、全員屋外訓練場に集合。」
①日朝点呼の指揮を執る。
※雨天の場合は、屋内訓練場に集合させる。
②国旗、県旗、校旗の掲揚
③体操・ランニングの指揮
④車両点検、車庫等の清掃

清 掃 7:20 放送「連絡します。各室分担区域の清掃はじめ。」

朝 食 7:50 ①放送「連絡します。各自食堂で食事して下さい。」
（１名は宿直室で待機し、電話の取次ぎ等を行う。）

②宿直室の清掃

勤務交替 8:25 ①上番日直者に申送り等を行う。
8:30 ②本館１階、エントランスホールにて勤務交替を行う。

点 検 8:35 放送「連絡します。○○点検５分前、全員屋外訓練場に集合。」
点検：指揮を執る。

8:40

授業開始 9:00 ①担当教官から午前中の授業の指示を受ける。
②指示内容を学生に放送する。
③おしぼり、水差し、黒板拭き、チョーク等の準備
④講師の教室への案内
⑤授業開始、終了時の指揮

昼 食 12:00 ①放送「連絡します。各自食堂で食事して下さい。」
（１名は宿直室で待機し、電話の取次ぎ等を行う。）

②外来講師を食堂へ案内する。

授業連絡 12:55 ①担当教官から午後の授業連絡を受け、学生に連絡する
「授業開始５分前、全員○○へ集合。」

②おしぼり、水差し、黒板拭き、チョーク等の準備
③授業開始、終了時の指揮

17:00 ①国旗、県旗、校旗の降納
②時間割掲示板の書き換え

夕 食 17:30 放送「連絡します。各自食堂で食事して下さい。」
～ （１名は宿直室で待機し、電話の取次ぎ等を行う。）

18:30

入 浴 18:00 ①１名は宿直室で勤務（交替して入浴する）
～ ②電話の取次ぎ、面会者の取次ぎ等

21:00

自 習 20:00 ①宿直室で自習を行う。
～ ②電話の取次ぎ、面会者の取次ぎ等

21:55

日夕点呼 22:05 ①日夕点呼の準備をし、舎監に知らせる。
22:10 ②日夕点呼の指揮を執る。

③施錠、喫煙箇所等の確認

消 灯 22:30 放送「連絡します。ただいま１０時３０分、消灯」
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様式第１号（第２６条関係）

欠 席 届 出 書

平成 年 月 日

沖 縄 県 消 防 学 校 長 殿

所 属

氏 名 印

下記のとおり欠席したいので承認を願います。

記

１．期 間 平成 年 月 日 時００分から

平成 年 月 日 時５０分まで

２．欠席時間数 時間 分

３．理 由：

４．連絡先（外出外泊のみ）

校 長 副校長 主 幹 教 官 担当教官
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様式第２号（第３０条関係）

外 出 ・ 外 泊 届 出 書

NO 寮 室 外 出 帰 校 氏 名 , 行 先 電 話
月 日 時 分 月 日 時 分

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

校 長 副校長 教 官 担当教官
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様式第３号（第３０条関係）

旅 行 届 出 書

平成 年 月 日

沖 縄 県 消 防 学 校 長 殿

所 属

氏 名 印

下記のとおり旅行したいので承認を願います。

記

１．期 間： 平成 年 月 日（ ）から

平成 年 月 日（ ）まで

２．旅 行 先：

３．理 由：

４．交 通 手 段：

５．同 行 者：

６．連 絡 先：

校 長 副校長 主 幹 教 官 担当教官

※交通手段が航空機や船舶の場合は、便名や時間等を詳しく申告すること。
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別様式

日 直 日 誌

平 成 年 月 日 曜日 天候

日 号室 印

直 号室 印

者 号室 印

授 業 科 目 教官又は講師 授 業 内 容

１

２

３

４

５

６

７

特

記

欄

校 長 副校長 主 幹 教 官 担当教官

時間

指
示
伝
達
事
項

申
し
送
り
事
項
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学 校 日 誌

平 成 年 月 日 曜日 天気

時間 授 業 科 目 教官・講師名 所 属 交通方法

1. 公用車
１

2. バ ス
1. 公用車

２
2. バ ス
1. 公用車

３
2. バ ス
1. 公用車

４
2. バ ス
1. 公用車

５
2. バ ス
1. 公用車

６
2. バ ス
1. 公用車

７
2. バ ス

複 数 講 師 欄

時 間 授 業 科 目 講 師 名 所 属 交通方法

1. 公用車
～

2. バ ス
1. 公用車

～
2. バ ス
1. 公用車

～
2. バ ス
1. 公用車

～
2. バ ス

学 生 状 況 欄

総 員 受講者 欠講者氏名 欠講時限 欠 講 の 理 由

名 名

その他特記欄

校 長 副校長 主 幹 教 官 担当教官
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